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憲法共同センターが総会  

９条改憲ＮＯ！３０００万署名に全力で！ 
 憲法を守り・いかす共同センターは 14日夜、第４回総会を全労連会館で開催しました。主催者

あいさつした船尾徹さん（自由法曹団団長）は、国会のなかでは改憲派が多数を占めたが、国民は

改憲に賛成しているわけではないと強調し、「国会の議席と民意にギャップがある。市民と野党の

共同を広げ、改憲を阻止しよう」と呼びかけま 

した。 

 次に、総がかり行動実行委員会の高田健共同 

代表が連帯あいさつ。総がかり行動実行委員会 

をつくり、共同してたたかってきたことを振り 

返り、「大きなたたかいをやることができた。共 

同ができて本当に良かった」と語り、「自民党は 

来年の通常国会で国会発議をやるかもしれない。 

私たちはそれを押し返し、9条改憲を打ち砕く運 

動をつくって行きたい。改憲発議を阻止するたたかいを、3000万署名を通じて実現させていこう」 

と述べました。 

 日本共産党の山下芳生副委員長が国会情勢を報告。冒頭、「日本共産党の議席減は残念で必ず巻き

返したい。同時に、市民と野党の共闘で総選挙をたたかい、共闘勢力を 2倍に増やすことができま

した。これは大きなことです」と述べました。そして、「国民のなかで、安倍９条改憲反対の揺る

がぬ多数派をつくれば、改憲発議を阻止させることは可能です」と指摘し、「安倍９条改憲のねら

いを明らかにし、力をあわせて何としても署名を集めきりましょう」と訴えました。 

 次に、総会に事務局を代表して、盛本達也全労連常任幹事より議案と決算・予算案が提案されま

した。提案では、総選挙結果について、解散直前に市民と立憲野党の共闘に分断が持ち込まれたが、

立憲民主党、日本共産党、社民党、無所属と市民の共闘がさまざまな形で前進したことを強調。そ

の上で、改憲派が国会で多数を占めたことから、「来年通常国会での改憲発議に標準を合わせてい

るのは明らかだ」と指摘し、「市民の運動と世論で改憲策動を押し返していこう」と呼びかけてい

ます。 

 それらの提案を受けて、「各組織からの発言」では、民青同盟、新婦人の会、東京憲法会議、自

治労連、全商連、全教、埼玉憲法会議、日本医労連の 8組織から、総選挙を市民と野党でたたかっ

たとの報告、そして 3000万署名の目標を決めて奮闘していることなどの発言がありました。 

 民青同盟の中山歩美常任委員は、総選挙での駅頭等で多数の青年と対話した経験を紹介し、世論

調査で示された青年層で自民党支持や 9条改憲賛成が他年代と比較して多いことについて、「政治

は変えられることを伝えれば、青年は変化します。こうした青年に、署名の担い手になってもらえ

るよう頑張りたい」と語りました。 

 新婦人の湯原通江常任委員は、先日開催した大会での各地からの 3000万人署名など創意工夫さ

れた豊かなとりくみの報告等を紹介。憲法カフェの取り組みでは、北海道で 350の班で開催し、の
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べ 2000人が参加したと報告。そして「新婦人の会は女性、地域の共同の中心になりたい」と語り

ました。 

 埼玉憲法会議の渡辺政成事務局次長は、総選挙では、県内 15あるすべての選挙区で共闘ができ、

野党共闘分裂の攻撃の中で、希望の党に移ろうとする候補者を説得したとりくみ等を報告。「こう

した運動が地域では労働組合が支えていた。3000万人署名はオール埼玉総行動として 200万人を目

標として取り組む」と決意を語りました。 

 最後に、提案された方針と決算・予算を全員の拍手で確認しました。 

11月 9日、都内でも 9ヵ所で「９の日行動」 
11月 9日、全国各地で「9の日宣伝行動」が行われました。都内では、憲法共同センターの呼び

かけに応えて、「3000万人署名」の大きな波をつくろうと、宣伝箇所をいつもの新宿宣伝に加えて、

都内 8ヵ所でも取り組まれました。  

新宿駅西口では、全労連の各単産と事務局が、全商連・革新懇・自由法曹団と一緒に宣伝。四ツ

谷駅では全教が、大塚駅前では東京地評・年金者組合をはじめ 7団体、代々木駅前では生協労連・

婦団連・民青が、入谷駅前では医労連、巣鴨では自治労連が宣伝を行いました。あわせて 124人が

参加し、113人から署名が寄せられました。あわせて、都内各駅で、9条の会や地域労連を中心に

しながら、宣伝が取り組まれました。 

憲法会議は、新婦人の会、農民連とともに茗荷谷駅前（12：15～12：50）で宣伝・署名行動を行

いました。参加者は 17人でした。35分のとりくみでしたが、全国 3000万人署名は 19人、シール

投票では「安倍改憲」に賛成 1、反対 8でした。対話では、「選挙後、国会に憲法改正に熱心な人が

増えて心配。改憲とめなきゃね」「この署名をしたかったんです。何度もしたらだめですか？」（女

性）」、「憲法は変えなきゃ（守れないんだよ）」（若い男性）、「（改憲に反対）シールをいっぱい貼り

たい」等の話がありました。 

他の宣伝箇所でも署名した方からは安倍政権への怒りと不安が語られています。新宿では、「北

朝鮮のことでも、安倍さんは戦争を仕掛けているようで怖い」「福島の出身だけど、原発や核兵器

への態度を見ると、本当に怒り心頭だ」と語られました。代々木駅前では、青年の訴えに高校生が

足を止めて、「安倍さんの進め方に反対です」「９条が平和を守っているのに、変えようなんて！」

と署名をしてくれました。 

 行動に参加した仲間は、「まだまだ、署名が知られていないというのが実感です。安倍政治に怒

りを持ち、『何かしたい』と思っていた方が、署名板に突進して署名をするという姿がよく見られ

ます。今、宣伝署名行動が待たれています」と語っていました。 

                       （全労連 平和憲法・平和闘争にユースに加筆） 

 3000万人署名のとりくみ 

静岡 革新懇が署名行動、1時間で 34人署名 

 平和・民主・革新の日本をめざす静岡県の会（静岡県革新懇）は 13日、静岡市葵区伝馬町で「安

倍 9条改憲ＮＯ！3000万人署名」宣伝に取り組みました。1時間で 34人分集めました。「日本が戦

争する国になっていいの？」と問うと、若者が賛同して署名する姿がありました。 

 事務局長の北野庄次氏、世話人の松浦敏夫氏、共産党の森大介県書記長が「憲法が変えられれば

災害救援で奮闘し、専守防衛の立場を貫いてきた自衛隊が海外の戦争に動員されることになります。

憲法 9条により戦後 72年、日本の平和が守られました。世界に誇る平和憲法を変えさせてはなり

ません」と訴えました。 
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 署名した藤枝市の男性（17）は「戦争の動画を見て絶対にしてはいけないと思う。戦争をしない

ためには武器を放棄したほうがいい」と語り、清水区の女性(15)は「学校で憲法の大切さを学んだ。

9条が変わると戦争に向かってしまう。私たちの将来が心配」と、若者二人が署名しました。 

埼玉 「安保法制廃止・立憲主義回復をめざす連絡会」が講演会開催 

 川越市で「安保法制廃止・立憲主義回復をめざす川越・富士見・ふじみ野連絡会」が 13日、講

演会を開催しました。総がかり行動実行委員会の共同代表高田健氏が講演しました。 

 高田氏は総選挙で全体として野党共闘勢力が躍進した理由として、党利党略の解散に怒った市民

の声がインタネット上のＳＮＳ等で配信された、市 

民の主権者意識が向上した、共産党が候補者を一方 

的に降ろして野党共闘勢力の勝利に貢献したなどを 

挙げました。また、共産党が多くの選挙区で候補者 

を取り下げたことについて、「本気で野党共闘を続け 

たいとの意思を感じる。共産党は、野党共闘勢力の 

躍進を作り上げたことを誇っていい」と話しました。 

 さらに、高田氏は改憲発議後に行われる国民投票 

について、①テレビなどでの宣伝自由。財力がある 

組織が有利になる。②最低投票率の規定がない。③運動期間が短すぎる、と問題点を指摘し、「民

意を正当に反映するものでない」と批判しました。 

 そして、今後の活動について、「改憲発議阻止のたたかいが重要。あわせて改憲反対の広範な世

論を作る。3000万人署名はそのための有効なツールになる」と話しました。 

滋賀 憲法 9条投票「変えない」が 76％！全教滋賀 

 全教滋賀教職員組合は 10日、草津市のＪＲ草津駅前で、憲法 9条を「変える」「変えない」のシ

ール投票を呼びかけ、「安倍 9条改憲ＮＯ！憲法を生かす全国統一署名」を集めました。 

 約 10人が参加し、安倍政権の危険な狙いを知らせるビラを配布。「権力から私たちを守るために

作られている憲法を、権力者である安倍首相がいま変えようとしています。皆さんの意見を聞かせ

てください」と呼びかけると、高校生や若者が立ち止まって投票していました。 

 「変えない」に投票し、署名にも賛同した高校 3年生の女子生徒は「人が殺されるのはいや」と

話しました。また、小学生の 2人の子どもと一緒に投票した母親は「下の男の子が将来、戦争に行

くことがないよう 9条は変えてほしくない」と署名しました。 

 約 1時間に 105人が投票し、80人（76％）が「変えない」にシールを貼りました。 

 

 


